
10

広報あぐい　２０１２年３月１５日号

平成２４年度がん検診日程表
検　診　方　法内容・対象（２４ 年度になる年齢）・定員・料金受付時間実　施　日種　別

○胃がん検診はバリウムを飲んで
　レントゲンを撮り、粘膜の状態
　を確認します。
○大腸がん検診は２日分の便を採
　り、出血がないかを調べます。
○前立腺がん検診は血液を採り、
　PSA（がんになったときに血液
　中に増えるもの）の値を調べま
　す。

【胃がん検診】
 ４０ 歳以上・１００人・１,０００円
【大腸がん検診】
４０歳以上・１００人・５００円
【前立腺がん検診】
５０歳以上・３０人・６００円

午前９時～
午前１１時

平成２４年
４月 １８ 日（水）
４月 １９ 日（木）
６月８日（金）
７月 ３０ 日（月）
９月４日（火）
１１月８日（木）
平成２５年
１月 １６ 日（水）

胃がん
大腸がん
前立腺がん

○乳がん検診のマンモグラフィー
　（４０歳以上が実施）では、乳房
　を機械ではさんでレントゲンを
　撮ります。（豊胸術を受けた方
　はこの検査はできません。）
　超音波検査（３９歳以下が実施）
　は、乳房にゼリーを塗り、超音
　波を使って乳房の内部を写しだ
　す検査です。
○子宮がん検診は、子宮頸がんの
　おこりやすい部位の細胞をとっ
　て調べる検査です。（月経中の
　方は検査できません。）
○骨密度検診は、素足を測定装置
　に置いて、超音波を当てる検査
　です。

【乳がん検診】（２０～３９歳は視触診と
超音波検査、４０歳以上は視触診とマン
モグラフィー）
２０～３９歳・５０人・１,２００円
４０歳以上・７０人・１,２００円
【子宮がん検診】
２０歳以上・１００人・７００円
【骨密度検診】
平成２４年度に４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、
６０歳、６５歳、７０歳になる女性
・８０人・１,０００円

午前９時～
午前１１時、
午後１時～
午後２時２０分

※９月１２日は
午前９時～
午前１１時、
午後１時～
午後２時２０分、
午後５時３０分～
午後７時３０分

平成２４年
５月３１日（木）
７月 ２４ 日（火）
８月５日（日）

※９月１２日（水）
１０月２２日（月）
１１月９日（金）
１２月１３日（木）
平成２５年
１月 ２２ 日（火）

乳がん
子宮がん
骨密度検診

胃がん・大腸がん・乳がん・子宮がん検診・骨密度検診を同時に実施する、
女性のためのがん検診　定員１日５０人
　※４０歳以上の女性で、上記の全てのがん検診を希望する方が対象です。
　　（子宮を摘出している、胃は医療機関で管理しているなどの理由があ
　　る方は除く。）骨密度検診は平成２４年度に４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、
　　６０歳、６５歳、７０歳になる方が対象
　
胃がん検診料　１,０００円、大腸がん検診料　５００円、乳がん検診料　１,２００円
子宮がん検診料　７００円、骨密度検診料　１,０００円

午前９時～
午前１１時

平成２４年
４月 １３ 日（金）
４月 ２４ 日（火）
５月 １６ 日（水）
５月 １７ 日（木）
８月６日（月）

レディス
がん検診

※　７０歳以上の方は無料です。
※　各がん検診は、一人につき年度に１回の受診となります。

　日本人死亡原因のおよそ３分の１を占め、全国で年々死亡者が増加している「がん」。社会的にも家庭的にも役割が大き
くなる壮年期の４０歳頃から増加し始め、がんと診断される中高年の方が多くいらっしゃいます。
　がんの発生部位別でみると、男性では肺が一番多く、続いて胃、大腸、肝臓の順に、女性では大腸、肺、胃、膵臓（すい
ぞう）、乳房の順になっています。また、がんで亡くなる方は、女性より男性の方が多くなっています。
　医療が進歩している現在では、がんは早期に発見することで治る病気といわれていますが、部位によっては症状が現れに
くく、自分では気付きにくい場合もあります。年に１度はがん検診を受けて、体の状態を確認しましょう。
　保健センターでは健康増進法に基づき、がん検診を実施します。平成２４年度の日程は次のとおりです。３月１６日（金）午前
８時３０分から電話または直接保健センター窓口で、受診申し込みの受け付けを開始します。

年に１度は、がん検診を受けましょう年に１度は、がん検診を受けましょう


